
大学コンソーシアム富山 平成２８年度「環境政策論」実施報告 

 

事業名 大学コンソーシアム富山 平成 28 年度単位互換開講科目「環境政策論」 

実施機関名 富山国際大学 

趣旨・目的 企業、生活者等、あらゆる活動において環境保全に配慮した行動が求められ

ている。昨年のパリ協定を受けての気候変動対策をはじめとして、生物多様

性や持続可能性など、様々な視点からの環境政策が今後ますます重要となっ

てくる。本講座においては、本年５月に開催されたＧ７富山環境大臣会合と、

関連する北東アジアの環境に関する県民フォーラムを踏まえ、その成果や富

山県としての取り組みを紹介し、県民や事業者に必要な環境法令や自主的な

行動について理解を深めていく。 

開催日時 平成 28 年 8 月 10 日（水）～8 月 12 日（金） 

開催場所 富山国際学園サテライトオフィス（富山市新桜町 7 番 38 号 CiC ビル 3 階） 

参加人数 

 

学生        29 名  

【内訳】・富山大学（13 名）・富山県立大学（1 名） 

・富山高等専門学校（2 名）・富山国際大学（13 名） 

一般受講者  9 名 

計    38 名 

事業内容 

 

8 月 10 日（水） 

・第 1 回 オリエンテーション 

はじめに（上坂博亨 教授） 

富山県の環境政策の概要とＧ７富山環境大臣会合の成果等について 

（富山県生活環境文化部 理事・次長 長坂雄一氏） 

     

・第 2 回 富山県の公害の歴史 

（富山県立イタイイタイ病資料館 副主幹 田中恒久氏） 

 

・第 3 回 生物多様性の保全と持続可能な利用 

（富山県自然保護課野生生物係 副主幹・係長 平野雅治氏） 
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・第 4 回 立山の自然環境と災害 

（富山県立山カルデラ砂防博物館 学芸課長 飯田肇氏） 

 

・第 5 回 環境法令と生活環境の保全 

（富山県生活環境文化部環境保全課 課長補佐・指導係長 森友子氏） 

 

 

8 月 11 日（木） 

・第 6 回 地球温暖化対策の現状について 

（富山県生活環境文化部環境政策課(地球環境係)課長補佐・地球環境係長 吉森信和氏） 

 

・第 7 回 エコライフスタイルの推進について 

     （富山県生活環境文化部環境政策課(企画係)課長補佐・企画係長 鷲本洋一氏） 

 

・第 8 回 富山県における温暖化の現状と将来予測 

（富山県環境科学センター 主任研究員 初鹿宏壮氏） 
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・第 9 回 国際協力と海洋環境保全 

       （公益財団法人環日本海環境協力センター事務局長 川崎清人氏） 

 

・第 10 回 廃棄物の 3Ｒの推進について 

（富山県生活環境文化部環境政策課（廃棄物処理班）主査 八田哲典氏） 

 

 

8 月 12 日（金） 

・第 11 回 富山湾における豊かな海づくり 

（富山県農林水産部水産漁港課 課長補佐・振興係長 辻本良氏） 

 

・第 12 回 水と緑の森づくりと県民との協働 

（富山県農林水産部森林政策課 副主幹 滝口明信氏） 

 

・第 13 回・14 回 再生可能エネルギーの推進（施設見学含む） 

イタイイタイ病資料館、常西公園小水力発電所、仁右ヱ門用水小水力発電所 

（コーディネーター上坂博亨 教授） 

   

・第 15 回 まとめ（レポート作成）（上坂博亨 教授） 
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